
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２６年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２６年１０月１日（木）分）

◆「不適合」とは、法律等で報告が義務づけられているトラブルや、設備の点検で見つかる機器の故障など、

発電所の設備や業務の安全性及び信頼性の確保に必要な要求事項を満たしていない状態をいいます。

当発電所では、社内の会議体（パフォーマンス向上会議）において「不適合」と判定したすべての事案を

本ホームページで公表しています。

２０２６年１０月１日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号
ＣＡＱ
影響度

発見日

1 CAQ低 9月22日

不適合内容

【Ｊ８タンクエリア仮内堰からの雨水流出について】
当社社員が、パトロールにおいて、解体中のＪ８タンクエリアに設置してある鋼鉄製の仮内堰に腐食と考えられる穴が
あり、仮内堰から外堰へ溜まり水が流出していることを確認。
仮内堰の穴については、止水処理を行い、流出した外堰内の水は仮内堰内へ移送済。
流出した水を分析した結果、雨水と判断。
なお、流出の確認から対策完了の間、排水路モニタの指示に有意な変動が無いことを確認。
また、当該エリアのタンクについては、運用終了後、タンク内を洗浄し空の状態で解体しており、仮内堰は雨水管理等
のために設置されているもの。
今後、再発防止対策を検討。


